
No. 該当箇所 意見の概要 町の考え方

1

P12〜
移住・定住・地域間交
流の促進、人材育成

＜移住／定住＞
・若者世代のための、分譲地や住宅の用意があると良いと思います。
下記、話題になった例です。
〇三戸町_チェリータウン分譲地
〇新郷村_一定年数住み続けると戸建てプレゼント
明らかに古くて、誰も住んでいない建物を優先的に解放して頂きたいで
す。更地の方がまだ景観的にも良い気がしますし、宅地や施設展開へ
のイメージが湧きやすいと思います。

　出生者数の減少や町外への人口流出等によって町の人口は減
少を続けており、若者の定住促進は喫緊の課題となっています。
　宅地分譲や定住促進団地の整備、空き家の有効活用の他、移
住・定住に係る助成制度の創設など、他市町村の取組みも参考
にしながら、人口減少対策を進めていきます。

2

P14～
産業の振興

＜若い世代の就労／就農＞
・IT／工業系の職場の拡充（企業誘致）が必要かと思います。
近年、学校でもデジタル教育が進む中で、力を発揮できる場があると、
若い世代も町への就労を考える機会が増えると思います。私自身、工業
系の仕事を求め、八戸市内で就労しております。

　再生可能エネルギー関連施設、大規模養鶏団地など、町の特
性を活かした企業誘致を推進するとともに、ＩＴ関連、工業系の企
業など若者が自分の能力を生かして働くことができる魅力ある企
業の誘致についても推進していきたいと考えています。

3

P14～
産業の振興

＜若い世代の就労／就農＞
・就農における、仕事のモデルケースの提示があると良いと思います。
「軽米に適した品種」「どんな品種をどのぐらいの量で何年続けると、いく
ら稼げるのか」「初期投資としてはどのくらいかかるのか」等の情報を知
りたい人は多いと思います。必要となる農地や機械設備の補助もある
と、前向きに始められる人が増えると思います。

　トマトや露地ピーマン等のモデルケースや各種支援制度を掲載
した「二戸地域就農ガイドブック」を役場産業振興課の窓口で配布
しています。
　今後は町ホームページへの掲載や、就農相談会、補助制度の
案内など、積極的に情報発信をしていきます。

4

P14～
産業の振興

＜町の観光＞
・「ハイキュー‼」のファンの方が楽しめる施設が必要と思います。気軽に
バレーボール出来るor漫画のプレーを再現できるセット。著作権など難し
いとは思いますが、聖地としてアピールしてほしいです。
・フォリストパークにチューリップ園以外にも楽しめる何かが欲しいです。

　「ハイキュー!!」の活用については著作権の関係で積極的に推進
することができない状況にあります。しかし、聖地として町を訪れる
人が多いことから、今後も受け入れ体制の整備やイベントの開催
を継続していきたいと考えています。
　フォリストパークについては、夏の来園者の増加を図るため、令
和２年度からアジサイの整備を進めています。今後も、アジサイの
管理を行いながら、チューリップの時期以外も楽しめる施設となる
よう努めていきます。

5

P31～
子育て環境の確保、高
齢者等の保健及び福
祉の向上及び推進

＜子育て＞
・皮膚科や耳鼻科などのこども専門医院が欲しいです。

　専門医院の開業については、採算面等の関係から難しいと考え
られます。安心して子育てできる医療体制を確保するため、現段
階では、軽米病院の小児科の存続を重要課題として取り組んでい
きたいと考えています。
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No. 該当箇所 意見の概要 町の考え方

6

P31～
子育て環境の確保、高
齢者等の保健及び福
祉の向上及び推進

・（議会だよりでも話題になっていたと思いますが）町内の公園や遊び場
が少ない（あっても遊びにくい）です。公園を求めて町外へ車移動する方
も周囲にいらっしゃいます。
・各学校やスーパーの近くに、公園を整備してほしいです。＋駐車場も必
要です。
下記のように、特徴があって過ごしやすい公園や遊び場が欲しいです。
〇八戸_こどもはっち：木工系の知育おもちゃで遊べる／室内なので天気
を気にせず遊べる
〇南郷_カッコーの森：遊具のサイズ感と種類のバランスが良い／スポー
ツ施設もあり、多目的に利用できる
〇八戸_田向中央公園：大型滑り台／広くて平ら／イオンで買い物ができ
る

　公園整備については子育て世代からの要望が多く、町の総合発
展計画における主要施策や本過疎計画における子育て環境の確
保策に位置付け、取り組むこととしています。
　実際に公園を利用する子育て世代等の意見を聞きながら、利用
者のニーズに合った公園整備を進めます。

7

P14～
産業の振興

雑穀を原材料にしたアレルギーのある人達向けの食べ物を作れれば素
晴らしい。人に必要とされ、感謝される事業は必ず生き残ると思います。
雑穀、ダッタンソバ、えごまなど、体に良いと言われているものをもっと突
き詰めて研究し、食物産業にまで高めていく。

　二戸農林振興センター、市町村による雑穀振興協議会等と協力
して雑穀の付加価値向上に努めるとともに、地域マスタープラン
等の事業を活用し生産振興に努めていきます。

8

P14～
産業の振興

町の店の人達は、人手不足でいい商品があっても町外や都市部の方に
売りに行けない。それを産業開発が肩代わりをする。つまり、産業開発
が個人商店を大きくしてあげる。そして雇用振興に寄与するということで
す。例えば、味噌、醤油、豆腐、木炭、ワイン、あずまえびす　等々

　現在、県内及び県外の物産展等への出店の他、インターネット
販売により、町内商品のＰＲを行っています。
いただいた意見を参考に、かるまいブランド商品以外の物も、さら
に消費に繋がるよう関係機関と連携しながら振興を図っていきま
す。

9

P14～
産業の振興

南部高原みどりの牧場を標榜するならば、馬の生産に力を注ぐのもおも
しろい。軽米町は昔から馬産地として有名。馬の肉は特別で希少な価値
があります。歴史的に文化的に栄養学的にもっともっと突き詰めてみると
何かヒントがあるかもしれない。

　例年春に開催している馬の競り市場を、今年度からは秋にも開
催する予定としています。町馬産振興会と相談しながら馬産振興
に取り組んでいきたいと考えています。
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